
tヨ7年）5月29日、木曜白

「ちの旅」がパネル展・尖‾ �I � �文考古館・－ 

るし＼
0　　」

「
古
過
庵
」
の
誕
生
過
程
紹
介

茅
野
市
の
「
ち
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
機
構
（
D
M
O
）
」
が
運

営
す
る
旅
行
ブ
ラ
ン
ド
の
「
ち
の

旅
」
は
、
パ
ネ
ル
展
雇
文
工
事

大
作
戦
！
～
〝
藤
森
式
″
竪
穴
住

居
『
恵
顧
』
由
で
き
る
ま
で
」

を
同
市
豊
平
の
尖
石
縄
文
考
古
館

の
ロ
ビ
ー
で
開
い
て
い
る
。
同
館

近
く
の
与
助
尾
根
遺
跡
跡
隣
接
地

へ
、
昨
年
秋
に
造
ら
れ
た
竪
穴
住

居
「
古
過
庵
」
に
焦
点
を
当
て
、

工
事
の
過
程
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
を

写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
紹
介
す

ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
行

った。今
後
は
同
D
M
O
が
手
掛
け
る

「
月
一
縄
文
人
」
「
N
q
 
J
O
M

O
N
 
N
O
 
L
I
F
E
」
と
い

っ
た
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
や
文

化
、
精
神
を
学
ぶ
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
会
場
と
し
て
積
極
的

「
古
過
庵
」
に
焦
点
を
当
て
、

を
紹
介
し
て
い
る
「
ち
の
旅
」

工
事
過
程
な
ど

の
パ
ネ
ル
展

る。l
古
過
庵
は
同
市
出
身
の
建
琴

家
、
建
築
史
家
の
藤
森
照
信
さ
ん

設
計
の
下
、
市
民
ら
計
2
1
8
人

が
協
力
し
て
昨
年
針
～
日
月
に
か
．

け
て
建
造
。
樹
皮
ぶ
き
の
下
地
に

土
を
か
ぶ
せ
土
屋
根
と
し
た
か
実

際
に
内
部
で
火
を
た
い
た
と
こ

ろ
、
煙
が
逆
流
し
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
先
見
に
は
、
屋
根
の

一
部
を
改
修
す
る
「
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
活
用
し
て
い
く
。

ロ
ビ
ト
展
で
は
、
．
藤
森
さ
ん
が

描
い
た
古
過
庵
の
ス
ケ
ッ
チ
も
公

開
。
住
居
を
造
る
に
あ
た
り
、
当

時
の
時
代
考
証
か
ら
、
近
く
に
あ

る
木
々
や
石
を
使
っ
て
必
要
な
道

具
を
そ
れ
ぞ
れ
自
作
し
た
と
い

い
、
石
斧
や
土
盛
り
用
具
な
ど
を

合
わ
せ
て
展
示
し
て
い
る
。

一
同
D
M
O
で
ち
の
旅
を
担
当
す

る
田
子
直
美
さ
ん
は
「
制
作
の
過

程
や
こ
だ
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
知

り
な
が
ら
、
実
物
も
見
て
ほ
し

と
、
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い

し
’

会
期
は
夏
ご
ろ
ま
で
を
予
定
し

て
い
る
。
ロ
ビ
ー
の
パ
ネ
ル
展
の

み
の
観
覧
無
粋
。
開
館
時
間
は
午

前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
。
月
曜

休
館
。
　
　
（
平
岡
大
輝
）


